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設備紹介

ママイイククロロビビッッカカーースス硬硬ささ試試験験機機

　一般に使用されている硬さ試験機に比べ
て、より低い試験荷重で硬さを測定できる
マイクロビッカース硬さ試験機を導入しま
したのでご紹介します。薄物材料、微小部
品の硬さ測定に利用することが可能です。

何ができるのか
　硬さ試験は、単に材料の硬い・軟らかいとい
う性質を調べるよりも、硬さを測定し、関連す
る機械的特性（引張強さ、降伏応力、摩耗や
ひっかきに対する抵抗、寿命など）を推定する
ために多く行われます。試験時間が短いため、
製品の生産工程や完成時における品質管理のた
めの手段として利用されています。
　マイクロビッカース硬さ試験機（図１）では、
一般に使用されている硬さ試験機に比べて、よ
り低い試験荷重でダイヤモンド圧子を試験品に
押し込み、その微小な圧痕（図２）の大きさ
（表面積）から硬さを求めます。このため、箔
や皮膜などの薄物材料、精密機器の微小部品の
硬さ測定に利用できます。また、試験品の表面
から内部にかけて硬さ分布を調べることにより
（図３）、表面処理によって得られた硬化層の厚
みを調べることもできます。

主な仕様
試験荷重：98.07～9807mN（10～1000ｇ）
最大試料寸法：（高さ）95㎜、（奥行）115㎜
全自動計測システム

荷重負荷→焦点合わせ→読み取り
ヌープ硬さも測定可

ご利用について
　マイクロビッカース硬さ試験機は、依頼試
験・機器利用のどちらでもご利用いただけます。
試験に際し、試験品の加工（樹脂埋込み、表面
研磨など）が必要となる場合があります。担当
者までお気軽にご相談ください。

図１　マイクロビッカース硬さ試験機
試験機本体（左）と制御装置（右）

図２　試験品表面に残った圧痕
圧痕の大きさ（表面積）と試験荷重からビッカース
硬さ（HV）を求めます

図３　硬さ分布測定結果の一例
硬さの急激な変化から、硬化層の厚みを
調べることができます
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